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!匝症とされていた患者に労作時息切れ，発作性の不明瞭，
長く続く感染症状をみた時には，この疾患を疑う必要が
ある。 
31.連続的吸入記録装置(アストグラフ) を用いた  
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気管支晴息における気道の過敏性を証明する目的で，
従来のスパイログラムを用いた方法に代わって，最近連
続的吸入記録装置(アストグラフ)が開発使用されてい
る。当院にでも，本年10月より若干例にアストグラフに
よる Ach吸入試験を施行した結果，従来の方法より，
簡単かっ迅速に終了し，気管支鴨息の診断に有用である
と思われた。今後は，症例数を増やして，検討を続ける
予定である。 
32. Fischer症候群の 1例
山田八郎(成田日赤) 
1956年 Fischerにより報告された，①全外限筋麻庫，
②強い失調症状， ③臆反射の消失を主徴とする五scher 
Syndromeと思われる症例を経験した。患者は， 24歳女
性で風邪様症状で発症し，全外眼筋麻療，酪町様歩行，
臆反射の消失髄液では，著明な蛋白細胞解離を示した。
約 2カ月の自然観察にて完治する事が出来た。 
33. 当院における急性期心筋梗塞症例の冠状動脈造影
像の検討
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1977年 1月より 4年間に当院に入院した急J性期心筋梗
塞症は男 55例，女20例の75症例あり， 17名 (23%)が入
院中死亡した。 29例に冠動脈造影術を施行した。三枝病
変 7例，二校病変10例，一枝病変 9例，有意の狭窄を認
めないもの 3例であった。糖尿病合併例では，女性の発
生率が高く，比較的若年者に多く，狭窄の程度範囲共に
高度であり，高血圧，高脂血症， 喫煙と共に糖尿病が 
Risk Factorとしてより重視されるべきであろう。 
34.心筋梗塞の経過中に Ruptureを合併した 3例
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我々は過去75人の急J性心筋梗塞例のうち心臓破裂を合
併した 3症例を経験したので報告する。最初の症例は，
心筋梗塞後 8日目に心室中隔穿孔をおこし，心不全の状
態で入院した。利尿剤により心不全は改善し，心臓カテ
ーテノレによりこれを確認した。 2症例は，心筋梗塞後 8
日目に急に血圧が低下し死亡した。解剖にて心室自問壁
の破裂を確認した。最後の症例は，心筋梗塞後心不全不
整脈が持続し第28病日に死亡し，解剖にて仮性心室癌の
破裂を確認した。
